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For the purpose of clarifying reality including symptoms of premenstrual syndrome (PMS), the 
survey of 200 female students at A college located in Aichi Prefecture was conducted. Symptoms/ 
care and CMI(Cornell Medical Index) were investigated.  
The PMS group had more women with both physical and psychological symptoms than the 
non-PMS group. It also had more women suffering from the core symptom than the non-PMS group. 
As more women in the PMS group felt the subjective symptom strongly, it is recognized that PMS 
and physical and psychological subjective symptoms measured by CMI have the significant relation. 
A large percentage of women in both groups answered they just lied down when they menstruate, 
indicating they cared for themselves in a passive way. More women in the PMS group were given 
the medical care. Awareness of PMS was higher in the PMS group, but low rate in both groups. 
Both groups thought PMS was more closely related to nutrients among lifestyle factors.  
As the study suggested women with PMS symptoms are likely to hurt relationship with other 
people, it became necessary to promote PMS education which will lead to the lifestyle improvement.  
 



















月経は 10 代前半で迎える初潮から始まり、50 歳
前後で閉経を迎えるまでの約 35～40 年間に月に 1 度
訪れる女性特有の生理的現象である。1 回の月経期間


























































 愛知県内にある A 大学の女子大生 200 名を対象と
















係については χ２検定を行った。解析には SPSS 13.0J 











本調査ではアンケートを提出した 200 名のうち 2
名に記入漏れがあり、198 名を解析対象者とした。産
婦人科専門医の判定を基にしたPMS発症率は35.9％
であった。表 1 に PMS 群と非 PMS 群の身体特性を





表１ PMS 群と非 PMS 群の身体特性 
                  （平均±SD） 
 PMS 群 非 PMS 群 
人数（人）  71  127 
年齢（歳） 19.7±1.3 19.7±0.8 
身長（cm） 156.8±5.2 157.5±5.5 
体重（kg） 51.1±5.6 52.0±8.4 























も、それぞれ 78.8％、52.1％と高かった。非 PMS 群
では「疲れやすい」が 33.8％で最も訴える割合が高
かった。 














































































































図１ CMI による身体的自覚症状と精神的自覚症状 
 
３．身体的自覚症状と精神的自覚症状 





に対して、非 PMS 群ではⅢに分類された者は 15.1％
と少なく、自覚症状の最も弱いⅠに分類された者が



















 表 4 に PMS の認知度を示した。PMS の有無と PMS
の認知度には有意な関連が認められた（p<0.01）。PMS
について「知らない」と回答した割合は PMS 群で
62.0%、非 PMS 群では 76.0％であった。PMS を「知 
っている」と回答した割合はPMS群で15.5％、非PMS 
 
群で 3.2％であり、PMS 群の方が非 PMS 群よりも
PMS の認知度が有意に高かった。 
 
表３ 月経時のケアの実態              
（複数回答） 







































知らない 62.0 76.0  
** 聞いたことがある 19.7 20.8 
知っている 15.5 3.2 
**p<0.01 
６．月経時愁訴とライフスタイルとの関係 





非 PMS 群は、「とても思う」、「思う」を合わせて約 






















































非 PMS 群に分類したところ、本研究における PMS
の発症率は 35.9％で、相良ら 11）による 39.1％、細川
ら 13）による 20～40％とほぼ同じ発症率であった。
PMS は 3 人に 1 人の割合で存在しており、身近で一
般的な疾病であることが認められる。また、対象者の
身体特性について PMS 群と非 PMS 群間に差はなく、
両群とも日本人の食事摂取基準 2005 年版 14）に用いら
れている女性の 18～29 歳の体位基準である、身長




































































































































非 PMS 群ともに 60％程度が「栄養」との関連が最も


























成 17 年 6 月下旬から 7 月上旬にかけて自記式のアン
ケート調査を行った。 
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